
 

 

 

１ 特徴 

○ ８月中までに、安全運転管理者選任事業所
生しています。（業務中に

○ 発生件数は対前年同期比
○ 業務中、通勤中、業務外の全ての区分において減少しています
○ 飲酒事故飲酒事故飲酒事故飲酒事故は通勤中に

100100100100％増加％増加％増加％増加しています。しています。しています。しています。
○ 発生 567件中、追突事故が
と多発しています。これらの事故はこれらの事故はこれらの事故はこれらの事故は
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、安全運転管理者選任事業所から３件３３件３３件３３件３人の死亡事故人の死亡事故人の死亡事故人の死亡事故
業務中に 1 件と業務外に 2 件） 

発生件数は対前年同期比 113 件(15.4％)の減少です。 
業務中、通勤中、業務外の全ての区分において減少しています

は通勤中に 1111 件件件件 と業務外に 7777 件件件件発生しています
しています。しています。しています。しています。））））    

追突事故が 260件(45.8％)、次いで出会い頭が
これらの事故はこれらの事故はこれらの事故はこれらの事故は安全運転管理によって安全運転管理によって安全運転管理によって安全運転管理によって減少ができます減少ができます減少ができます減少ができます

～８月末までの状況～ 

安全運転管理者事業所の交通事故発生状況 

宮城県安全運転管理者事業主連合会・宮城県安全運転管理者事業主連合会・宮城県安全運転管理者事業主連合会・宮城県安全運転管理者事業主連合会・((((一社一社一社一社))))安全運転管理者協会安全運転管理者協会安全運転管理者協会安全運転管理者協会    

平成平成平成平成３０３０３０３０年年年年９９９９月月月月    

件　数 死　者 重　傷 軽　傷
4,386 32 33 369 5,084

567 3 3 39
12.9% 9.4% 9.1% 10.6% 13.6%

発生件数
死　亡　事　故 負　傷　者

件　数 死　者 重　傷 軽　傷
567 3 3 39
680 4 4 47

-113 -1 -1 -8
-15.4 -25.0 -25.0 -2.7 -12.1

件　数 死　者 重　傷 軽　傷
134 1 1 13
159 1 1 9
-25 0 0 4
201 0 0 12
257 2 2 23
-56 -2 -2 -11
232 2 2 14
264 1 1 15
-32 1 1 -1

発生件数
死　亡　事　故 負　傷　者

発生件数
死　亡　事　故 負　傷　者

人の死亡事故人の死亡事故人の死亡事故人の死亡事故が発

業務中、通勤中、業務外の全ての区分において減少しています。。。。 
発生しています。（前年比前年比前年比前年比でででで

出会い頭が 121 (21.3％)
減少ができます減少ができます減少ができます減少ができます。。。。 

 

    

軽　傷 計
5,084 5,453

692 731
13.6% 13.4%

負　傷　者

軽　傷 計
692 731
800 847

-108 -116
-12.1 -11.7

軽　傷 計
163 176
187 196
-24 -20
230 242
289 312
-59 -70
299 313
324 339
-25 -26

負　傷　者

負　傷　者
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※ ８月は夏の交通事故防止運動の成果が現れ、交通事故が減少しました。 

 

※ 「業務中の事故」における重傷事故の割合が約８％と高水準となっています。 

【８月単月】 単位：人

死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷
仙台中央 5 9 14
仙台南 3 2 2 7
仙台北 1 3 4
仙台東 4 6 1 5 1 15
泉 2 1 1 4
塩釜 2 1 3
岩沼 1 2 5 8
黒川 1 1
石巻 2 2
気仙沼 1 3 4
佐沼 2 1 3
登米
河北
南三陸
古川 1 5 6
遠田 1 1
若柳 2 2
築館 1 1
大崎西
加美 1 1
柴田 2 3 5
白石 1 1 1 1
角田 2 2
亘理 1 1

20 21 3 43 3 84

各地区会ごとの交通事故発生状況（単月）

ブロック 地区会
業務中の事故 通勤中の事故 業務外の事故 合　　　　計

中央

沿岸

仙北

仙南

計

【１月～８月】 単位：人

死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷 死者 重傷 軽傷
仙台中央 23 25 40 88
仙台南 2 16 2 14 19 4 49
仙台北 10 1 15 18 1 43
仙台東 5 39 1 43 1 3 50 1 9 132
泉 1 11 2 16 1 15 4 42
塩釜 1 3 1 20 1 9 3 32
岩沼 10 13 5 15 5 38
黒川 1 1 16 14 1 31
石巻 1 13 1 7 28 2 48
気仙沼 1 3 1 6 1 10
佐沼 1 4 2 10 1 16
登米 2 1 1 2
河北 4 1 5
南三陸 2 2
古川 5 13 1 30 1 48
遠田 1 2 5 1 2 7
若柳 1 3 2 3 1 8
築館 1 2 4 2 5
大崎西 2 2
加美 3 6 2 11
柴田 5 11 15 31
白石 5 1 8 1 8 2 21
角田 2 5 4 11
亘理 1 2 2 6 1 10

1 13 163 12 230 2 14 299 3 39 692

各地区会ごとの交通事故発生状況（累月）

ブロック 地区会
業務中の事故 通勤中の事故 業務外の事故 合　　　　計

中央

沿岸

仙北

仙南

計



3 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ９月２１日から９月３０日までは「秋の交通安全県民総ぐるみ運動」です。初日から

３件の死亡事故が発生するなど大変厳しいスタートとなりましたが、本運動を無事故で

乗り切り、これからの事故多発時期に備えましょう。 

 安全運転管理者選任事業所にかかる交通事故は対前年比で１１３件のマイナスです

が、飲酒運転が昨年度末の８件と同数になってしまいました。飲酒運転による傷者は１

４人（１０人増）となっています。秋の交通安全運動を契機に、従業員の皆さんに今一

度「飲酒運転の根絶」を呼びかけましょう。 

（一社）宮城県安全運転管理者協会・宮城県安全運転
管理者事業主会連合会は次のような活動を行っています

①　（一社）宮城県安全運転管理者協会①　（一社）宮城県安全運転管理者協会①　（一社）宮城県安全運転管理者協会①　（一社）宮城県安全運転管理者協会は、県内24地区の「各地区安全運転管理者会」及び賛助会員を会員とし、
安全運転管理業務を適切に遂行していただくために、最新の交通事故情報を発信するなど、スキルアップのための各種サポート
や、他の交通ボランティア団体とともに宮城県の交通事故防止に寄与する活動を行っています。

②　宮城県安全運転管理者事業主会連合会②　宮城県安全運転管理者事業主会連合会②　宮城県安全運転管理者事業主会連合会②　宮城県安全運転管理者事業主会連合会は、県内24地区の「各地区安全運転管理者事業主会」を会員とし、安
全運転管理者協会の支援母体として、同協会と一体の活動を行っています。

交通事故のリスクマネジメント交通事故のリスクマネジメント交通事故のリスクマネジメント交通事故のリスクマネジメントののののお手伝いをします！お手伝いをします！お手伝いをします！お手伝いをします！    

年 月 日 時 分 曜 発生場所 路線 性別 年齢 車種 通行別 事業所管轄署 状態 年齢

30 1 29 12 20 月 気仙沼市本郷 県道 男 28 軽乗 業務外 気仙沼署 人対四輪（横断中） 歩 76

30 7 22 10 3 日 東松島市川下 国道 男 62 自二 業務外 仙台東署 二輪対四輪(追突) 二 62

30 7 26 22 25 木 登米市中田町 市道 男 60 軽貨 業務中 佐沼署 四輪単独(工作物衝突) 四 60

発　生　年　月　日　時 第　１　当　事　者
事故類型

死　者

【安管選任事業所における死亡事故】 

 本日（９月２１日）の日没時間は１７：３６ですが、１ヶ月後の１０月２１日の日没

は１６：５１、つまり１ヶ月で４７分も日没が早まるのです。毎年、１０月から１２月

にかけて夕暮れ時に高齢者の歩行者が交通事故の被害者となられています。県警の事故

分析室によりますと、過去５年間の統計では６５歳以上の高齢者が最も多く、しかも自

動車運転免許を保有していない人が被害に遭われているとのことでした。「運転免許更新

などで交通安全講習を受ける機会がないことも、事故にあいやすい一因ではないか」と

分析されているようです。交通安全運動は、まさにこのような人達に交通ルールを守る

よう啓発するための年に２回の国を挙げた大イベントではないでしょうか。そして、加

害者となり得るドライバーの方は、交通事故情勢をしっかり把握して、自ら交通事故を

発生させないために、「初心に返る」契機とするのが、毎年、春と秋の交通安全県民総ぐ

るみ運動だと思います。安管選任事業所は、この運動の推進役になりましょう。 

 

【夕暮れの高齢歩行者に注意】 


